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 事業概要 

本事業では, JAXA が提案するコンパウンドヘリコプタ用のサイドプロペラ・尾部プロペラの最適設

計を実施することを目的としている. 設計目標とする飛行条件に合わせた形状の最適化を行い, その

中で性能評価を CFD にて実施する. サイドプロペラに関してはホバリング性能を維持しつつ, 高速前

進飛行に耐える性能を満たすものを, 尾部プロペラに関しては従来ヘリの 2 倍の速度を実現するよう

な性能を発揮することを要求事項とし, コード長・ねじり角分布を設計した. 今年度は設計したプロペ

ラ周りの流れ場について CFD 解析に基づいた考察を進めた. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

プロペラブレードの最適設計においては, 設定した設計変数空間の中で多数の形状の性能解析を実

施する必要がある. これを同時並行的に実施するためにはスーパーコンピュータの計算能力を利用す

ることが不可欠である. 

 

 今年度の成果 

今年度はサイドプロペラ運転時の流れ場, 特にメインロータとの干渉の効果について可視化・分析を

行った. ここでは一例としてホバリング時におけるメインロータとサイドプロペラの干渉について

CFD 解析を実施した事例を紹介する.  

 図 1 にはホバリング時におけるメインロータとサイドプロペラの翼端渦の様子について図示した. 

コンパウンドヘリコプタではメインロータの直下にサイドプロペラが配置されるため, 特にホバリン

グ時には直接的にその吹き下ろしの影響を受ける. サイドプロペラから発生した翼端渦はプロペラか

ら見て斜め下方向に移流している様子が確認できる.  

 図 2 にはホバリング時のメインロータとサイドプロペラ周りの鉛直方向速度分布を示した. 青色が

コンパウンドヘリ用プロペラの最適設計 
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鉛直下向きの速度を表しており, まず全体としてメインロータから強い吹き下ろしが発生しているこ

とがわかる. この吹き下ろしの中で回転するサイドプロペラは流れ場に対してスワール(旋回)成分を

与え, 複雑な流れ場を示す. この状態にあるプロペラはブレードの回転速度に加えて吹き下ろしの速

度が翼素に作用するため, 発生可能な推力が増大する傾向にある.  

 

 

 

図 1: 翼端渦の可視化（メインロータ+サイドプロペラ、ホバリング条

件） 

 

  



JAXA スーパーコンピュータシステム利用成果報告(2023 年 2 月～2024 年 1 月) 

- 397 - 

 

 

図 2: 鉛直方向速度分布（メインロータ+サイドプロペラ、ホバリング条

件） 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

プロセス並列手法 非該当 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 1 

１ケースあたりの経過時間 72 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.19 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 672,254.71 0.03 

TOKI-ST 1,313,051.14 1.42 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 0.00 0.00 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 1,282.32 1.06 

/data 及び/data2 125,892.40 0.78 

/ssd 31,306.95 2.96 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 0.00 0.00 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 0.05 0.00 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


